
議
会
豆
知
識

　執行部ならびに多くの
議員に緊張感が伝わり、

質問に対する調査や検討といった前向き
な姿は感じられます。
　引き続き市民の代表である議員も自ら
市民との接点を持ち、これからの菊川市
を魅力ある前向きな議論をお願いいたし
ます。

傍聴者より　日々議会運営、開かれた議会発信
ありがとうございます。

　市民の生命と財産を守るため、市民からの声を聴
き、執行部が対応する。また、将来の市発展への提
言を含め議員一人ひとりが勉強や市民との対話が必
要と改めて感じます。顔の見えない議員と言われな
いよう、情報発信、活動状況の見える化を議員一人
ひとりSNSの活用を含めご確認をお願いいたします。

傍聴者より

民
主
主
義
と
は

支
配
者
が
一
方
的
に
政
治
を
す
る

の
で
は
な
く
、
市
民
が
政
治
に
参

加
し
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
決

め
る
や
り
方
で
あ
り
ま
す
。

直
接
民
主
制

　
規
模
の
小
さ
い
集
団
で
は
、
そ
の

地
域
の
人
々
全
員
が
集
ま
っ
て
話
し

合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

人
々
が
直
接
政
治
に
参
加
す
る
制
度

を
「
直
接
民
主
制
」
と
い
い
ま
す
。

間
接
民
主
制

　
集
団
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、

全
員
が
１
か
所
に
集
ま
り
話
し
合
い

を
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
、
は
じ
め
に
代
表
者
を
選

び
、
選
ば
れ
た
代
表
者
に
よ
っ
て
話

し
合
い
政
治
を
行
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
自
分
の
選
ん
だ
代
表
者
を
通
じ

て
、
間
接
的
に
政
治
に
参
加
す
る
制

度
を
「
間
接
民
主
制
」
と
い
い
ま
す
。

議
会
制
民
主
主
義

　
「
間
接
民
主
制
」
の
う
ち
、
人
々

の
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
代
表
者
が

「
議
会
」
を
つ
く
り
、
代
表
者
で
あ

る
「
議
員
」
に
よ
っ
て
話
し
合
っ
て

政
治
を
行
う
こ
と
を
「
議
会
制
民
主

主
義
」
と
い
い
ま
す
。

　
議
会
制
民
主
主
義
は
、「
人
類
が

生
み
出
し
た
偉
大
な
歴
史
的
英
知
の

一
つ
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
国
民
主

権
の
原
則
の
う
え
に
、
普
通
選
挙
に

よ
っ
て
議
会
の
構
成
員
を
選
ぶ
政
治

体
制
で
す
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の

「
植
民
地
か
ら
の
独
立
戦
争
」
や
イ

ギ
リ
ス
の
「
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
」

な
ど
民
衆
の
戦
い
に
よ
り
議
会
の
制

度
と
そ
の
権
能
が
形
づ
く
ら
れ
、
の

ち
に
選
挙
制
度
が
定
着
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
人
民
が
戦
い
に
よ
り

勝
ち
取
っ
た
「
人
類
の
英
知
」
で
あ

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
「
議
会
制
民
主
主
義
」
制

度
が
確
立
し
た
の
は
、
１
９
４
６
年

に
制
定
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
に
よ
り

国
民
主
権
を
う
た
い
、
男
女
平
等
の

普
通
選
挙
権
に
つ
い
て
は
じ
め
て
明

記
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

≪皆さまの声をお聴かせください≫
 「議会のひろば」を読んだ感想や意見をお寄せください。
もれなく菊川市議会特製“きくのんクリアファイル”を
プレゼント！！
●メール　gikai@city.kikugawa.shizuoka.jp
●ＦＡＸ　（0537）35－2116
●郵送先　〒439－8650 静岡県菊川市堀之内61番地
　※議会への要望や意見なども受け付けています。

メール送信はこちらの
ＱＲコードを読み取る
と便利です
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